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日本行動計量学会第 51 回大会 実施報告 
第 51回大会実行委員長 横山 暁 

日本行動計量学会第 51 回大会を 2023 年 8 月

28 日～31 日の 4 日間の日程で，青山学院大学青

山キャンパス17号館4階にて開催いたしました．

今大会は昨年の大会同様，対面とZoomを利用し

たオンラインのハイフレックス形式で開催となり，

大会・チュートリアルセミナー合わせて実数で

373名（会員243名，非会員130名）のご参加を

いただきました．大会にご参加いただいた皆様，

協賛していただきました企業様には厚く御礼申し

上げます．また本大会は，青山学院大学教育人間

科学部附置教育人間科学研究所，青山学院大学経

済学会，青山学院大学経営学会，青山学院大学国

際政治経済学部附置国際研究センターに共催とい

う形でご協力をいただきました．各団体にあらた

めて感謝申し上げます． 

大会での報告件数は，一般セッションが9セッ

ション48件，特別セッションが12セッション53

件，ラウンドテーブルが4セッション4件，ポス

ター発表が 14 件，合計 119 件の報告がありまし

た．コロナ禍の状況が不透明な中での開催という

こともあり発表件数が集まるのか不安ではありま

したが，多くの発表申し込みがあり，また各セッ

ションにも多くの方にご参加いただき，熱心な議

論や交流が見られました．特にポスター発表に関

しては，今大会はスケジュールの関係で他の口頭

発表のセッションと並行する形となりました．聴

講する方が少なくなることを心配いたしましたが，

大変多くの方にご参加いただき，非常に熱気のあ

るセッションになりました（単に教室が狭かった

からかもしれませんが・・・）． 

また，1 日目のチュートリアルセミナーでは，

テーマAとして星野崇宏先生（慶應義塾大学）に

「統計的因果効果推定の入門と応用例」というタ

イトルで現代的な統計的因果推論の基礎的なフレ

ームワークやこれに基づいた因果効果の定義や推

定法などについて具体的な研究例を踏まえながら

説明いただきました．続いてテーマBとして牛澤

賢二先生（株式会社 シード・プランニング）によ

る「やってみようテキストマイニング」というタ

イトルではじめてテキストマイニングをやってみ

ようという方を対象に，実際の自由回答のアンケ

ートデータをKH Coderを利用して分析しながら

テキストマイニングの手順やポイント等について

説明いただきました．テーマAには146名，テー

マB には 107 名，実数で 170 名もの参加をいた

だき，大盛況となりました．講師となっていただ

いた両先生に厚く御礼申し上げます． 

大会 3 日目には，学会創設 50 周年記念シンポ

ジウムを青山キャンパス 17 号館 6 階の本多記念

国際会議場にて開催いたしました．記念講演とし

て岩坪秀一先生（大学入試センター 名誉教授），

岡太彬訓先生（立教大学 名誉教授）にご講演いた

だいたのち，パネルディスカッションとして理事

長の狩野裕先生（大阪大学）をファシリテーター

として宇佐美慧先生（東京大学 教育学研究科），

及川怜先生（慶應義塾大学 SFC研究所），小杉考

司先生（専修大学 人間科学部），堤瑛美子先生（東

京大学 情報理工学系研究科），福田昌史先生（読

売新聞社 世論調査部），脇田彩先生（お茶の水女

子大学 基幹研究院人間科学系）の 6 名の方にパ

ネリストとしてご登壇いただきました． 
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その後，19 時より明治記念館 末広の間に場所

を移しまして第51回大会および学会創設50周年

記念シンポジウムの懇親会を実施いたしました．

狩野理事長のご挨拶の後，芳賀麻誉美先生（大阪

経済大学）に乾杯のご発声をいただきました．途

中，学会賞受賞者および学会創設 50 周年として

鈴木督久先生（日経リサーチ）にこれまでの学会

についての振り返りや思い出話などをしていただ

きました．懇親会を企画したおよそ1年前の段階

でこの日のコロナ禍の状況が読めないこと，また

大会の懇親会だけではなく学会創設 50 周年シン

ポジウムの懇親会を兼ねるということもあり，着

席形式での懇親会とさせていただきました．その

ため 80 名という人数の制約となってしまったこ

とは皆様にご迷惑をおかけしたことと思います．

ただ，ご参加いただいた皆様には大変良かったと

いうお言葉を頂戴できたことは良かったかなと感

じております． 

 

第51回大会・学会創設50周年記念懇親会における

狩野理事長のご挨拶（上）および会場の様子（下） 

 

本大会を企画・運営するにあたり，多くの先生

にご協力いただきました．大森拓哉先生（杏林大

学）と玉利祐樹先生（静岡県立大学）には企業協

賛の窓口となってご対応いただきました．中山厚

穂先生（東京都立大学）にはプログラム作成にご

尽力いただきました．小杉考司先生（専修大学）

には懇親会担当として，懇親会会場の選択・決定

から明治記念館への下見，当日の式次第の作成，

また直前のシンポジウムのパネリストでありなが

ら懇親会の司会を務めていただきました．また，

会場校側からは元山斉先生，稲葉由之先生，岡部

智人先生，川崎玉恵先生，田崎勝也先生，松田い

づみ先生に実行委員をお引き受けいただきました．

各先生には当日の運営や，共催いただいた学内組

織とのやり取りにご尽力いただきました．この場

を借りて厚く御礼申し上げます．  

 

横山 暁 

（よこやま・さとる） 

青山学院大学経営学部マーケ

ティング学科 准教授 

慶應義塾大学理工学部管理工学

科，慶應義塾大学大学院理工研究

科開放環境科学専攻 修士課程および後期博士課程修

了．博士（工学）． 

立教大学社会情報教育研究センター設置準備室（当時），

帝京大学経済学部経営学科を経て，2017年4月より現

職．  

 

創設 50周年を迎えた日本行動計量学会

（BMS） 

-- 半世紀を振返り，半世紀に挑む -- 

 
狩野 裕 

 

2023年8月に第51回学会大会が青山学院大学

の青山キャンパスで開催された．大会シンポジウ

ムを日本行動計量学会（以下 BMS と略す）創設

50周年記念シンポジウムとして実施した．副題を

「半世紀を振返り，半世紀に挑む」とした．学会

設立時の理事長であられた林知己夫博士（統計数

理研究所名誉教授）は2002年に逝去しておられ，

設立時に若手と言われた先達が一線を退くことを
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お考えになるころ，単に区切りの 50 年というだ

けでなく，学会が新たなモードを迎えつつある時

期と考えられた． 

 シンポジウムの前半では，岩坪秀一博士（大学

入試センター名誉教授）と岡太彬訓博士（立教大

学名誉教授）による記念講演が行われた．二人の

講演者は BMS 設立時からの会員である．岩坪秀

一博士の講演は，BMS の創設から半世紀という

期間の長さの重みを指摘することから始まった．

学会設立の経緯と設立から4年が経過したときの

（故）林知己夫理事長（当時）の振り返り，そし

て，当時の，若い会員の新たな創造や発展に対す

る熱意とそれを支える重鎮の先生方という構図は

大変参考になり，今後 50 年の学会の在り方にも

貴重な示唆になった．  

岩坪博士による講演の様子 

 

岡太彬訓博士の講演では研究に対する4つの姿

勢を説明され，中でも「Keep it simple, Stupid」

は興味深かった．アンチテーゼ的に昨今の大規模

言語モデルの学習を想起したが，同モデルの発展

にも，いずれ，Keep it simpleが生きることにな

ろう．女性研究者の増加を訴えられたのは，失礼

ながら年齢のことを考えると意外であったが，そ

れは的を射ている． 

岡太彬訓博士は本 50 周年事業の実行委員会委

員も務めていただいた．岡太博士の貢献について，

岡太彬訓研究助成への援助，および，本周年事業

の一環として同博士が編集委員長として編纂なさ

った Facets of Behaviormetrics: The 50th 

Anniversary of the Behaviormetric Society」が

出版されたこと，そして，リリースの日付が本シ

ンポジウムの翌日 8 月 31 日であったことを付記

しておきたい． 

岡太博士による講演の様子 

 

シンポジウム後半には，若手学会員によるパネ

ルディスカッション「未来への行動計量学」が行

われた．昨年12月に生成系AIであるChatGPT

がベールを脱ぎ，教育・研究そして社会自身が大

きく変わりつつある中，50年を見通すことは難し

すぎる課題ではあったが，パネリストとファシリ

テータにとって将来を見据える機会が与えられた

ことはよかった．今回のパネリストについては，

他にも活動する学会をもちつつ BMS にもプレセ

ンスがあるという特徴が挙げられる． 

 

パネルディスカッションの様子 

 

各パネリストから，現在から将来に向けて話題

になる方法論の紹介ならびに BMS への所望につ

いて発言があった．具体的には，観測時点が多い

強縦断データ分析，質的分析と量的分析を統合す
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る混合研究法，尺度開発の課題と精緻化，世論調

査・社会調査の課題（低回収率，調査への信頼な

ど），生成系AIの教育・研究への活用などであり，

主に自身の専門の立場から発言された．BMS へ

は方法と各専門分野とのインターフェイスとして

の役割を期待する意見が多かった．ファシリテー

タを務めていて興味を引いたことは，他の学会＋

BMS というつながりだけではなく，たとえば，

「心理学会―BMS―社会学会」というような

BMS での活動を通してディシプリンを異にする

多くの人々とのつながりが持てること，それは，

「心理学会―BMS―統計学会」といった方向も含

むことであった．あるパネリストから「多様なデ

ータ収集法・分析法や専門分野の動向について，

テーマや関心が近い人々が出会い協力する可能性

を探れる場」との発言があり，心にとめておきた

い． 

 また，昨今の生成系 AI を含めた機械学習の発

展・普及の教育研究への影響について，狩野が「コ

ネクティッド・カーにとどまらずコネクティッド・

パーソンが実現する」と発言したところ，倫理や

プライバシーに関する発言が相次いだ．そこで，

BMS ではいわゆる ELSI（ethical, legal, and 

social issues）についてのセッションや発表が皆

無ではなかったかと気づかされた．人を対象とす

る調査研究においては必ず倫理審査委員会を通す

必要がある昨今，ELSI は当学会としても主要な

取り組みであってもよいと感じた． 

 学会大会では「ラウンドテーブル」という興味

ある企画が常設されているが，くわえて，今回の

ような適切なテーマを決めてのパネルディスカッ

ションも計画されてよいのではないだろうか． 

 シンポジウム終了後，明治記念館において開催

された記念懇親会も秀逸であった．若手，中堅，

シニアの各世代がバランスよく参加し，各所で懇

親・議論の花が咲いていた．食事もたいへん美味

であった．毎回，明治記念館で，とはいかないだ

ろうが，各世代のそれぞれが参加したくなる企画

が必要だと感じた． 

 最後に，50周年事業委員会の岡太彬訓先生，吉

野諒三先生，鈴木督久先生，そして，大会実行委

員長の横山暁先生を中心とする大会実行委員の皆

様方に感謝を述べる． 

創設50周年記念シンポジウムのプログラム 

https://conference.wdc-

jp.com/bms/2023/symposium.html 

 

狩野 裕 

（かの・ゆたか） 

大阪大学基礎工学研究科  

教授 

工学博士（大阪大学）．2004年よ

り現職．2021年から日本行動計

量学会理事長，1999年春の合宿

セミナー開催責任者．2000-2003 年 Behaviormetrika

編集委員会委員長． 

  

2023年度学会賞受賞者について 

 
学会賞選考委員長 

竹村 和久（早稲田大学文学学術院教授） 

 

 2023 年度学会賞受賞者の選考および受賞者に 

ついて，学会賞選考委員会を代表してご報告いた 

します．学会賞選考委員長には昨年度の大会後に 

指名され，数名の委員に就任いただき選考委員会

を構成しました．学会賞には功績賞，優秀賞，奨

励賞，出版賞 4 種類がありますが，委員会では， 

ワーキンググループによって収集された複数候補 

者の発表論文等の資料に基づいて審議を重ね，候

補者を絞り込み，最終的に投票の結果をもとに理

事会に諮りました．この際，本年度も，昨年，一

昨年に引き続き，4 月~ 7 月にかけてのメール審

議およびオンライン会議にて選考を行いました. 

最終的に理事会の審議を経て承認され，受賞者本

人の受諾を得て決定されました．大変お世話にな

りましたワーキンググループ，事務局の関係諸氏

に感謝申し上げます． 

 

１．林知己夫賞（功績賞） 

植野真臣会員（電気通信大学教授）が受賞され

ました．植野会員は，行動計量学に関する国際誌

や機械学習・人工知能などの工学系の国際誌に，

ベイズ統計学・テスト理論とその応用などに関す

る多数の論文を公刊し，ベイズ統計学・テスト理
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論などを啓蒙する影響力のある著書も公刊してい

ます．また，Behaviormetrikaを国際化させ，長

年編集委員長を続けて同誌を発展させたことが，

「学術的功績」としても高く評価されました． 

主要著書  

Maomi Ueno, Kazuma Fuchimoto, Emiko 

Tsutsumi. e-Testing from artificial intelligence 

approach. Behaviormetrika. 2021. 48, 409-424. 

Maomi  Ueno, Learning Likelihood-

Equivalence Bayesian Networks Using an 

Empirical Bayesian Approach. 

Behaviormetrika. 2008. 35, 115–135. 

植野 真臣，確率的グラフィカルモデル，共立出版 

2016.  

Maomi Ueno, Advanced Methodologies for 

Bayesian networks, Lecture Notes in Artificial 

Intelligence (LNAI9505). Springer 2015. 

  

２．林知己夫賞（優秀賞） 

宇都雅輝会員（電気通信大学准教授）と山口一

大会員（筑波大学助教）が受賞されました．  

 宇都会員は，Behaviormetrika 誌，Behavior 

Research Method 誌，IEEE Transactions on 

Learning Technologies 誌などに，特にテストへ

の応用を目的とした行動計量学的・機械学習的方

法論の優れた論文を公刊してきました．これまで

に公刊した論文の数と質は，十分に優秀賞に値す

ると判断されました． 

主要論文 

Masaki, Uto, A Bayesian many-facet Rasch 

Model with Markov Modeling for Rater 

Severity Drift. Behavior Research Methods, 

2022, 55, 3910-3928.  

Masaki Uto, A review of deep-neural automated 

essay scoring models, Behaviormetrika, 2021, 

48, 459-484.  

Masaki Uto, and Maomi Ueno, A generalized 

many-facet Rasch model and its Bayesian 

estimation using Hamiltonian Monte Carlo, 

Behaviormetrika 2020, 47, 469-496.  

 

山 口 会 員 は ， Psychometrika 誌 ，

Behaviormetrika誌等に，特に認知診断モデルの

優れた論文を公刊しています．これまでに公刊し

た論文の数と質は，十分に優秀賞に値すると判断

されました． 

主要論文 

Kazuhiro Yamaguchi, On the boundary 

problems in diagnostic classification models. 

Behaviormetrika, 2023, 50, 399-429.  

Kazuhiro Yamaguchi, & Jonathan Templin，

Direct estimation of diagnostic classification 

model attribute mastery profiles via a 

collapsed Gibbs sampling algorithm, 

Psychometrika, 2022, 87, 1390-1421. 

Kazuhiro Yamaguchi, & Jonathan Templin, 

Observed score reliability indices in diagnostic 

classification models, Behaviormetrika, 2022，

49, 47-68. 

 

３．肥田野・水野欽司賞（奨励賞） 

高岸茉莉子会員（岡山大学講師）と竹内真登会

員（名古屋市立大学准教授）が受賞されました．  

高岸会員は，回答バイアス補正のための統計モ

デルの開発などの心理評価や統計モデルの研究を

行 い ， Behaviormetrika ，  Journal of 

Computational and Graphical Statistics，British 

Journal of Mathematical and Statistical 

Psychology，などの学術誌に優れた論文を掲載し

ており，十分奨励賞に値すると判断されました． 

主要論文 

Mariko Takagishi, and Michel van de Velden, 

Visualizing class specific heterogeneous 

tendencies in categorical data, Journal of 

Computational and Graphical Statistics, 2022, 

31, 790-801. 

Mariko Takagishi, Michel Velden, and Hiroshi 

Yadohisa, Clustering preference data in the 

presence of response-style bias, British 

Journal of Mathematical and Statistical 

Psychology, 2019, 72, 401-425. 

Mariko Takagishi, and Hiroshi Yadohisa, 

Robust curve registration using the t 

distribution, Behaviormetrika, 2019, 46, 177-

198.  
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竹内会員は，消費者行動研究，マーケティング

リサーチの分野において様々な行動計量学的研究

を行い，行動計量学やBehaviormetrikaなどの学

術誌に優れた論文を掲載しており，十分奨励賞に

値すると判断されました． 

主要論文 

Ryosuke Igari, and Makito Takeuchi, A dynamic 

model for ranking-based conjoint analysis 

with no-choice options, Behaviormetrika, 

2023, 50, 263-286. 

竹内真登・星野崇宏, プロセスシミュレーション

を伴うコンジョイント測定による購買予測― 

写真提示を用いた操作と追跡調査による予測

精度向上の確認―, 行動計量学, 2017, 44, 45-56. 

竹内真登, マインドセット操作によるマーケティ

ングリサーチの精度向上は可能か？ ―メンタ

ルシミュレーションと解釈レベル理論に基づ

く操作の違いに着目して―, 行動計量学, 2017, 

44, 151-165. 

 

４．杉山明子賞（出版賞） 

鈴木讓会員による『統計的機械学習の数理 100

問 with R（機械学習の数理 100 問シリーズ 1），

共立出版，2020年3月』が受賞対象図書となりま

した．本書は，機械学習を実際に行うことを通じ

て基礎的な仕組みを理解させるもので，行動計量

学に携わろうとする研究者が研究をおこなってい

く基礎力の修得をさせ，将来的にも理解して活用

する研究を進めるのに多大の貢献が期待され，行

動計量学に関する優れた図書に相応しいと認めら

れました．  

竹村 和久 

（たけむら・かずひさ） 

早稲田大学文学学術院教授，

同大学意思決定研究所所長，

同大学理工総研兼任研究員，

関西大学 RISS研究員，医療

安全推進機構客員教授，国

際応用心理学会（IAAP）フェロー． 

東京工業大学 博士（学術）．北里大学 博士（医学）． 

筑波大学大学院システム情報工学研究科助教授，カー

ネギーメロン大学フルブライト上級研究員などを経て

2002年より現職． 

学会賞受賞者より 
 

林知己夫賞（功績賞）を受賞して 

電気通信大学 植野真臣 

 

このたびは，名誉ある林知己夫賞（功績賞）を

受賞させていただき誠に光栄に存じます．ご選考

いただいた選考委員の先生方をはじめ日本行動計

量学会関係者の皆様に深く御礼申し上げます． 

私はそもそも教職系の教育学部出身ですが，現

在，電気通信大学大学院情報理工学研究科の数理

情報工学プログラムの人工知能・データサイエン

ス研究室で教授をしております．私がこの不可思

議な経歴に至ったきっかけは「行動計量学会」と

いえるでしょう．学部時代に戻りますと，私は数

学教員を目指して神戸大学教育学部に進学し, 

小学校，中高の数学の教員免許を取得しました.そ

して,行動計量学会会員でもあった教育工学の永

岡慶三先生の研究室に２年生のときに入れていた

だきました.今思い返すと随分早い時期から研究

室配属があったと思いますが，それも私にとって

非常に幸運な仕組みであったと思います. 

2 年生の最初のゼミ輪講で柳井晴夫先生，岩坪

秀一先生の御執筆された名著『複雑さに挑む科学

－多変量解析入門』（講談社ブルーバックス）を読

みました．散布図や疑似相関，偏相関係数，多変

量解析，数量化理論まで解析例を通じて紹介され

ており，我々ゼミ生は面白くて夢中で読みました．

そして多変量解析，数量化理論の解析ソフトを用

いて実際の教育データを解析することになりまし

た.また,池田央先生の『テストの科学』という名著

にも出会え，テスト理論に大きく興味を持つきっ

かけになりました．卒業研究のテーマはテスト理

論に関するものにしようと考え，芝祐順先生の『因

子分析法』という名著を勉強し，その後も芝先生

の研究室の論文を読み漁りました．特に私が興味

を持ったのが「語彙理解力測定における適応型テ

スト」の研究でそこで適応型テストが実際に利用

されていることに大きな衝撃を受けたのを覚えて

います．当時は高価でしたが, Lord and Novick

の『Statistical Theories of Mental Test Scores』

を海外から入手し（最尤法で解くというレベルの

ことしか書かれておらず，非常に苦労しました） 
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独学で IRT および適応型テストのプログラムを

書き，卒業研究のテーマにしました．その年1989

年に初めて岡山カルチャーセンターで行動計量学

会大会に参加しました.私が勉強してきた有名な

研究者の方々が参加されており，本当に衝撃を受

けました．あまりに研究が楽しくなり,修士課程に

進学し，所要時間の IRTの開発を行いました．こ

の研究は行動計量学に私が修士1年のときに掲載

され,私の初めての論文となりました．しかし，得

点の IRT については全問正答もしくは誤答のデ

ータやそれ以外でも最尤推定法ではうまくパラメ

ータ推定が収束しないことが多くあり,頑健性の

ない怪しげなモデルだなとも感じておりましたが，

ベイズ統計的アプローチを用いると頑健に推定で

きることを知りました.結局修士 2 年間で 4 本の

学術論文を書き，「Computer Based Testingの理

論」という修士論文を書きました．指導教員の永

岡先生からも東京工業大学の繁桝算男先生を紹介

していただき,私は是非,博士課程に進学してベイ

ズを本格的に学びたいと思い，当時東京工業大学

の繁桝算男教授の研究室に入学しました．ベイズ

を用いた研究以外にベイジアンネットワークにも

出会い，当時は夢中で研究しました．繁桝先生は

当時から行動計量学会の中心的な人物で様々なイ

ベントを企画され，私も参加させていただき様々

な勉強をさせていただきました．その後，繁桝先

生は心理学の教授として東京大学に移られ，私は

長岡技術科学大学工学部情報系に助教授として赴

任し，日本で初めて eラーニング論文を書くこと

になりました．また，大学院から研究していたベ

イジアンネットワークの研究を人工知能学会や

UAI（Uncertainty in Artificial Intelligence）な

どを中心に行うようになり研究の幅が広くなって

いったのです．学部生から続けている行動計量学

会から始まったComputer Based Testingの研究

は，IRT と AI 技術を用いて異なるテスト項目で

あるが等質の平行テストを世界で最大数構成でき

る手法が評価され，情報処理技術者試験や医療系

共用試験などの国家試験にも採用され，現在，

CBT を用いた入試を実施する国家プロジェクト

に関わっています．今では IRT は AAAI などの

AI のトップカンファレンスでも研究されていま

す．以上のように，教職系の教育学部で現場の学

校教員を目指していた私は行動計量学会を通じて

ドラマチックに最先端分野の研究者へと育てても

らえました．これは行動計量学会の文系から理系

までをつなぐ文化がなければなしえなかったと思

います．今後も，このカルチャーとコミュニティ

の継続に貢献したいと考え，Chief in Editorを長

く 務 め させ てい ただ い て おり ます ．

Behaviormetrika では理系から文系を結ぶ広い

分野のユニークなコミュニティフォーラムを目指

しております．最後に，私の就職後，ここではご

紹介できなかった本会の様々な先生方にも本当に

お世話になりました．この場を借りて深く御礼申

し上げます． 

植野 真臣 

（うえの・まおみ） 

電気通信大学教授． 

1992 年神戸大学大学院教育学研

究科修了，1994 年東京工業大学

大学院総合理工学研究科修了．博

士（工学）．東京工業大学，千葉大学，長岡技術科学大

学を経て 2006 年より電気通信大学助教授，2013 年よ

り教授, 2018 年より 2021 年まで日本行動計量学会理

事長，2012年よりBehaviormetrika, Editor in Chief, 

現在に至る． 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

電気通信大学 宇都 雅輝 

 

この度は，林知己夫賞（優秀賞）という栄誉あ

る賞をいただき，誠にありがとうございます．常

日頃からご指導ご鞭撻をいただいております先生

方をはじめ，日本行動計量学会の皆様に心より御

礼申し上げます． 

私はこれまで，教育評価分野を主たる対象とし

まして，テスト理論を中心とした統計的手法や機

械学習に基づく自然言語処理手法に関する研究を

進めてきました．これまでの研究に共通する私の

主な関心は，日本行動計量学における主要な研究

対象の一つでもあります項目反応理論にあります．

中でも，小論文試験や面接試験のように人間の評

定者が個人の基準に基づいて対象を採点した際に

得られるレイティングのデータから，評定者ごと

の採点基準の差異に由来するバイアスを取り除い
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て標準化したスコアを推定できる項目反応モデル

の開発に長年取り組んできました．この研究に関

する一連の成果は，受賞理由にも挙げていただい

た 通 り ， Behaviormetrika 誌 や Behavior 

Research Methods 誌などの行動計量学分野の論

文誌で継続的に発表させていただいております． 

また直近5年ほどは，記述・論述式試験の自動

採点を実現する人工知能・深層学習技術の開発に

も注力しています．自動採点技術は，深層学習の

登場により近年急速に高性能化が進み，実用化へ

の期待も高まっていますが，未だ解決しなければ

ならない課題も多く残ります．自動採点研究にお

いても，私の主な着眼点は項目反応理論を中心と

したテスト理論の活用にあります．例えば，受賞

理由で挙げていただいた IEEE Transactions on 

Learning Technologies 誌に 2021 年に掲載され

た論文では，自動採点モデルの構築に必要な訓練

データ（採点済み答案の集合）を複数の評定者が

分担して答案集合を採点する手続きで作成した場

合，訓練データに評定者に由来するバイアスが残

る可能性があることを指摘し，これを解決するた

めに，私が開発してきた評定者の特性を考慮した

項目反応理論を統合した自動採点技術を提案しま

した．提案技術は，評定者由来のバイアスに頑健

な自動採点モデルの構築を実現でき，人工知能の

教育応用に関するトップ国際会議の一つである

AIED（International Conference on Artificial 

Intelligence in Education）の論文賞をはじめ，い

くつかの学会から賞をいただくなど，高く評価い

ただきました．他にも，多次元項目反応理論を融

合して観点別の自動採点を行う技術や，短答記述

式問題と客観式問題の混合フォーマットテストを

想定した項目反応理論と自動採点技術の融合技術

など，いくつかの方向性でテスト理論と深層学習

自動採点技術の融合を検討してきました．高精度

ではあるがブラックボックス要素が残る深層学習

技術と，精緻で解釈性に優れた行動計量学の統計

数理モデルは，互いの欠点を補い，新たな可能性

を示す可能性があると考えていますので，今後も

このような側面を活かした研究を検討していきた

いと考えております． 

2020年にはPIの立場となり，自身の指導学生

も少しずつ増えてきております．行動計量学会で

は，今後とも私自身や学生の研究発表など，多方

面でお世話になることと存じます．今後とも精進

していく所存ですので，引き続きご指導ご鞭撻の

ほどどうぞ宜しくお願い申し上げます． 

宇都 雅輝 

（うと・まさき） 

電気通信大学大学院情報理

工学研究科助教 

2013 年 9 月電気通信大学大学

院情報システム学研究科・博士

後期課程を短縮修了，博士（工

学）．長岡技術科学大学・特任助教を経て，2015年に電

気通信大学・助教に着任．2020年に同大学・准教授に

昇進，現在に至る．International Conference on 

Artificial Intelligence in Education論文賞，日本行動

計量学会奨励賞，人工知能学会研究会優秀賞，日本テス

ト学会大会発表賞，電子情報通信学会研究奨励賞，教育

システム情報学会論文賞など受賞． 

 

林知己夫賞（優秀賞）を受賞して 

筑波大学 山口 一大 

 

この度は伝統と栄誉のある賞をいただき大変

恐縮しております．過去の受賞者の一覧には各方

面で活躍をされている偉大な先輩方の名前が並ん

でいて，そこに自分の名前が並ぶということで，

身が引き締まる思いです．本賞は，認知診断モデ

ル（診断分類モデル）に関する一連の研究論文を

出版したことによると伺っていますが，こうした

研究ができたのも，大学院生のころから諸先輩方

にご指導・ご支援頂いた結果だと考えています．

この場を借りて深く御礼を申し上げます． 

認知診断モデルは大学院生のころから一貫し

て行ってきたテーマです．肥田野直・水野欽司賞

（奨励賞）を頂いたときもこのテーマでした．飽

きもせずに，ずっと同じモデル群を対象に研究を

続けております．認知診断モデルはテスト解答デ

ータからテスト解答者の能力の習得状態を推定す

るための統計モデルの総称で，統計モデルとして

は潜在クラスモデルの特殊なケースとして整理さ

れています．ただそれだけのモデルではあるので

すが，理論的にも応用的にも検討を行わなければ

ならないテーマが未だに山積しているように感じ
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られます．実際，認知診断モデルの研究は海外で

も未だに多くなされており，国内でも日本語で参

照できる文献も徐々に増えてきています．また，

認知診断モデルを現実のテストに応用して学習改

善を図るための方法を探求している国内の研究プ

ロジェクトも増加しているように感じられます．

テスト理論の研究は，現実のテストに応用し，現

実を改善することが一つのゴールであると考えて

おりますが，認知診断モデルにおいては未だそこ

に行き着いていないという実感があり，このテー

マでの研究を続けて行く必要性を感じています． 

改めて自分のテーマについて記述すると，諸先

輩方が多方面で成果を挙げられていられるのと比

べると大変限定的なテーマだなと感じる次第です

が，そうしたテーマであっても評価していただけ

るということで大変ありがたく思います．しかし，

私がこれまで行ってきた研究の社会への還元はま

だまだ行えていないところですので，これからも

テスト理論の一研究者として，研究活動を通じて

社会貢献を行ってまいりたいと思います． 

山口 一大 

（やまぐち・かずひろ） 

筑波大学人間系助教 

日本学術振興会特別研究員PD・

University of Iowa 客員研究員

を経て現職. 2018 年東京大学大

学院教育学研究科博士課程修了. 

博士（教育学）.項目反応理論モデルや認知診断モデル

（診断分類モデル）といった教育測定モデルやベイズ

統計学の教育測定モデルへの応用などに興味を持ち研

究を行っている． 

 

肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を受賞して 

岡山大学 高岸 茉莉子 

 

この度は，このような名誉ある賞を賜りまして，

誠に光栄に存じます．ご選考いただいた諸先生方，

また，同志社大学大学院文化情報学研究科の指導

教員である宿久洋教授，共同研究させていただい

たErasmus Universityのvan de Velden先生に

この場を借りて厚く御礼申し上げます．  

今回の受賞にかかる論文は，主にリッカート尺

度を用いた質問紙調査や，カテゴリカルデータの

多変量解析に関する研究です．このような研究を

行ってきたのは，もともと私が統計の研究に興味

を持ったきっかけが，社会学部での卒業論文で心

理学調査を行ったことであることが大きいです． 

そのような人文科学の分野では国際比較調査

も多く行われており，私はそこで行われるデータ

分析での問題点などに多く直面してきました．ま

た昨今様々な手法が提案されていますが，多くが

量的変数のための手法で，質的変量を主に扱う手

法は比較的少ないように感じます．今回提案した

手法も，そのような状況での実データ分析を経て

感じた問題点からモチベーションをえたものが多

いです． 

また今回の受賞対象の論文はオランダの

Erasmus 大学の van de Velden 先生と共同研究

させていただいたものも多いですが，先生のとこ

ろには博士課程の時に1年ほど留学させていただ

いており，そこで先生と様々な議論をさせていた

だいたことや，応用観点の視点のご意見も多々い

ただいたことは幸運な経験でした．先生との共同

研究は今も続いており，その繋がりは私にとって

大変貴重なものとなっています． 

現在私はどちらかというと古典的な手法を扱

うことが多いですが，近年は機械学習の分野で

様々な有用な手法が提案されているため，そのよ

うな手法についても勉強し，より発展的な手法の

開発ができたらと思っております． 

今回の受賞は大変ありがたいものの，これを機

に自分の過去を振り返ることで，自分の研究者と

しての未熟さを再認識しております．本受賞を機

に，時間の許す限りは研究やそのための勉強を

日々続け，それらを通じて学会に貢献できるよう

に今後も精進して参りたいと思います．この度は

本当にありがとうございました． 

高岸 茉莉子 

（たかぎし・まりこ） 

岡山大学大学院環境生命科学

研究科 講師 

2019 年同志社大学大学院文化情

報学研究科博士課程後期課程修了，

大阪大学大学院基礎工学研究科特任研究員・特任助教

を経て2022年より現職．専門は多変量解析，計量心理

学．2022年より日本行動計量学会広報委員会委員． 
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肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を受賞して 

名古屋市立大学 竹内 真登 

 

この度は，肥田野直・水野欽司賞（奨励賞）を

賜りまして，身に余る光栄に存じます．ご選考い

ただきました選考委員の先生方に厚く御礼申し上

げます．今回の受賞は，これまでの行動計量学や

Behaviormetrika といった本学会の学術誌に掲

載いただきましたものをご評価いただいたと伺っ

ております．こうした評価をいただいた背景には，

該当する論文のうちの 1 つの共著者であり，（私

を研究者として1から育てていただきました）恩

師である慶應義塾大学の星野崇宏先生による懇切

丁寧な指導があってこそと考えております．この

場を借りて深く御礼申し上げます．また，やはり

該当論文のうちの1つの共著者である法政大学・

猪狩良介先生，星野研究室関係者の先生方とも日

頃より研究議論を重ねるなかで，私の拙い研究に

大いに影響を与えておりまして，ここに感謝申し

上げる次第です． 

私は，これまで主にマーケティングリサーチの

精度改善に資することを意図した研究として，主

にコンジョイント分析に注目してまいりました．

コンジョイント分析は企業の商品開発において使

用されることも多く，商品コンセプトや仕様の決

定，価格決定といった非常に重要かつ悩ましい課

題に対する意思決定を補助する，消費者の重視属

性に関する情報を提供してくれます．行動計量学

に掲載いただいた論文では，解釈レベル理論やメ

ンタルシミュレーションに基づくマインドセット

の操作を活用することでコンジョイント分析の購

買予測精度の向上に寄与できることを見出してき

ました．また，Behaviormetrikaに掲載いただい

た論文ではコンジョイント分析に使用する繰り返

しの部分順位評価（欲しいものがなくなった段階

で順位付けが終わってしまう回答）の試行で生じ

てしまう回答者の選好の動的変化に注目し，動的

変化を考慮したモデルを検討しています．それ以

外にも，調査に生じる不適切回答者がどの程度結

果を歪めてしまう可能性があるか，どのように対

処すべきなのかといったことにも関心があります．

関連する研究が最近マーケティングリサーチの海

外専門誌に採択されまして（慶應義塾大学・星野

崇宏先生，名城大学・新美潤一郎先生との共著），

個人的には大変嬉しかったです．今後も，こうし

た研究を続けていく中で，学術的価値はもちろん，

実務的意義が高く，容易に利用や応用が可能な知

見を見出していければ，と思っております． 

最後になりますが改めまして，この度は肥田野

直・水野欽司賞（奨励賞）にご選出いただきまし

たこと，受賞や研究などの関わりのあるすべての

皆様に深謝申し上げます．奨励賞の名に恥じぬよ

う，本学会の諸先生方に意義や関心をもっていた

だける研究にこれまで以上に取り組んでまいる所

存です． 

竹内 真登 

（たけうち・まきと） 

名古屋市立大学大学院経済学

研究科准教授 

名古屋大学大学院経済学研究科博

士後期課程修了．博士（経済学）．

同時期，日本学術振興会特別研究員（DC1）．東北学院

大学経営学部助教・講師・准教授を経て，2023年4月

より現職．名古屋大学大学院経済学研究科附属国際経

済政策研究センター共同研究員を兼務．  

 

杉山明子賞（出版賞）を受賞して 

大阪大学 鈴木 讓 

 

このたびは，栄えある出版賞（杉山明子賞）を

いただき，大変光栄に思います．日頃から，会員

の皆様から励ましていただき，助けていただいて

いるお陰だと思い，感謝しています． 

受賞の対象となった「統計的機械学習の数理

100問 with R」は，2017年に阪大の基礎工数理

に異動になってからはじめた講義（3 年後期）の

内容を書籍にしたものです．3年間教えて，2020

年3月に書籍にしました．線形回帰，分類，CV，

ブートストラップ，情報量基準，スパース，決定

来，サポートベクトルマシン，主成分分析，クラ

スタリングなどの項目を含みます． 

R や Python を使ったデータ分析や機械学習の

書籍は，無数にあります．しかし，「統計的機械学

習の数理 100 問 with R」は，私の教育や研究の

ポリシーを如実に反映した独自性の強いものとな

っています．パッケージにデータを入れて出力結
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果をみるような，いわゆる使い方に関する書籍が

多いように思いますが，そういう勉強方法に強い

問題意識を持っていました． 

私は，ベイジアンネットワーク（BN）の研究を

長くやっていて，BNの有償ソフトや bnlearnの

出力結果の解釈について，質問を受けることよく

あります．しかし，残念なことに，ほとんどの場

合，使っている本人が，BN の動作をわかってお

らず，間違っていました．それだけならまだしも，

（間違った利用方法で）都合のよい結果がでたと

きだけ，「BNを使って〇〇の結果が出ました」と

いうような論文を書く人がかなりいます．一般の

データサイエンスや機械学習でも同じことが言え

ます．  

ここで，そうした処理の多くは，プログラムだ

けでなく，数学で記述できます．「統計的機械学習

の数理 100 問 with R」は，数学の各段階をソー

スコードで正確に書いて，動作を確認しています．

このようにすると，自然と数学的なロジックもつ

いてきて，データサイエンスに必要な本質を見る

姿勢ができてきます．業務でパッケージを用いる

ことは否定しません．しかし，勉強の段階では，

ブラックボックスにしないで，動作を確認すべき

です．そして，正しい結論を世の中に提供すると

いう本来の使命を果たすべきだと思っています． 

「統計的機械学習の数理 100 問 with R」は，

「機械学習の数理100問シリーズ」という共立出

版から出している書籍の 1 つで，「スパース推定

100問 with R」「機械学習のためのカーネル 100

問 with R」とそれらのPython版，最近では「渡

辺澄夫ベイズ理論 with R」など合計で 7 冊出し

ています．定年までの2年数ヶ月であと5冊完成

させる予定です．以前は，BN の他に情報理論，

代数幾何を用いた暗号などを手掛けていましたが，

2017年に現在の職についてから，データサイエン

スの種々のテーマを希望する学生が多くいること

がわかり，それまでのやり方（守備範囲が狭すぎ

る）ではやっていけないと思い，自分の勉強のた

めもあってこのシリーズの執筆を始めました． 

今回の受賞で，機械学習の数理100問シリーズ

を始めてよかったと実感しました．また，先日の

行動計量シンポジウム「WAIC/WBICの理論と実

装：渡辺澄夫ベイズ理論への招待」に多くの方（約

170 名）にご出席いただいき，むずかしそうに見

える理論をわかりやすく伝えるという貢献をして

いく必要があると思いました．さらなる努力を続

けていきたいと思っています．皆様，今後ともよ

ろしくお願いします． 

鈴木 讓 

（すずき・じょう） 

大阪大学大学院基礎工学研究

科教授 

早稲田大学理工学部卒．早稲田大

学大学院修了，博士（工学）．早稲

田大学助手，青山学院大学助手を経て，1994年に大阪

大学講師に着任．理学研究科准教授を経て，2017年よ

り現職．この間，Stanford大学（1995-1997），Yale大

学（2001-2002）の客員研究員．日本行動計量学会 理

事（2018-），運営委員会委員長（2018-2021），広報委

員会委員長（2021-），林知己夫賞（優秀賞, 2019），

BehaviormetrikaのCoordinate Editor． 

 

鈴木讓（著）『統計的機械学習の数理100問 with 

R』，共立出版，2020年3月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本行動計量学会第52回大会のご案内 

大会実行委員長 

 芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 
 

日時：2024 年9 月10 日（火）～13 日（金） 

場所：大阪経済大学大隅キャンパス D館 

大阪には宿泊施設が多くありますが，新型コロ

ナ感染症が下火になった現在，多くの観光客が押

し寄せ，良い施設から空室が無くなる事態が起き

ています．皆様には，早めのご予約をお勧めしま

す． 
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2024年度岡太彬訓研究助成募集のお知らせ

（12/10締め切り） 

 
岡太彬訓研究助成は，行動計量学の未来を拓く

研究のための助成であり，1 名あるいは 2 名に対

して，年間 20 万円の研究補助が与えられます．

申請受付開始は，2023年2月1日，締め切りは，

3月10日を予定しております．応募書類の細目は

学会ホームページに近い将来掲載予定です． 

会員向けメーリングリストでもお知らせいた

しました通り，岡太彬訓元理事長からのご寄付を

原資として創設された「岡太彬訓研究助成」の

2024年度の募集を開始しており，応募の締め切り

が2023年12月10日にせまっております．応募

をご検討中の方は，お早めにお申し込みください． 

岡太彬訓研究助成は，行動計量学の未来を拓く

可能性のある萌芽的な研究プランの実行を助成す

るために，優れた研究計画を構想する会員に対し

て与えられます．募集要項など詳細は，学会Web

サイト（https://bms.gr.jp/2527/）をご覧ください． 

なお，本件に関しまして質問などがございまし

たら，遠慮なく下記のメールアドレスまでお問合

せください． 

OkadaGrant@googlegroups.com 

会員の皆様からのご応募をお待ちしておりま

す． 

 

 

和文誌編集委員会より 

 

和文誌編集委員会委員長   

星野 崇宏（慶應義塾大学） 

 

「行動計量学」若手ファーストトラックのお知ら

せとご投稿のお誘い 

 

 学会誌「行動計量学」では，若手の研究者にと

ってニーズがあると考えられる「ファーストトラ

ック」を毎年9月号での掲載に向けて継続的に実

施しております． 

 投稿時に学会員である必要がありませんので，

以下ご覧いただき，周囲の若手研究者への論文投

稿をお勧めいただけますと幸いです． 

 

【投稿条件】 

１）第一著者が次のどちらかである． 

・大学または大学院の正規課程に在籍する学生で

ある 

・修士号または博士号授与から3年6か月以内で

ある 

 例）2021年3月に博士号を取得→2024年4月

の今回投稿はファーストトラックで受け入れ

る． 

２）投稿時には第一著者は学会員や準会員である

必要はないが，その場合は採択から一週間以内

に入会手続きを行うことを掲載の要件とする． 

３）投稿の際に在籍証明書または学位取得の時期

を証明するもの（学位記のコピーや修了証明書

など）を提出して頂き，要件を満たすもののみ

投稿を受理する． 

４）編集委員会の負担軽減のため，毎回最大8本

に限定し，8 本投稿された時点でファーストト

ラックとしての受理を停止する． 

５）行動計量学にふさわしい実証研究や方法論研

究であれば分野は問わない． 

 

【スケジュール】 

第 51 巻 2 号 2024 年 9 月号に向けたスケジュー

ルは以下の通りとします． 

2024年4月14日 締め切り 

＊但し委員会の査読の負担を軽減するために各回

8 本以内に限定し，8 本を超えた時点で締め切

りを待たず受理停止します． 

＊和文誌「行動計量学」の査読範囲外と判定され

るものは1週間以内に差戻の決定をご連絡しま

す． 

2024 年 5 月 24 日 一回目査読結果（不採択 or

修正再審査 or修正採択 or採択） 

2024年6月末     再投稿締め切り 

2024 年 7 月 18 日 二回目査読結果（不採択 or

修正採択 or採択） 

2024年8月2日  再修正投稿締め切り 

2024年8月9日  採択通知・入稿 

2024年9月中   掲載論文出版 

 

【投稿先】 

下記の投稿システムから投稿ください． 
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https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 

＊証明書等も上記システムでアップロードくださ

い． 

 

【投稿規定・執筆要項・テンプレート】 

下記ページをご覧ください． 

https://bms.gr.jp/journals/index_j/ 

 

【連絡先】 

日本行動計量学会和文誌編集委員長 

慶應義塾大学 星野崇宏 

hoshino@econ.keio.ac.jp 

 

運営委員会より 

       運営委員会委員長    

   芳賀 麻誉美（大阪経済大学） 

 

１．第 107回行動計量シンポジウムを開催しまし

た！ 

 「WAIC/WBICの理論と実装：渡辺澄夫ベイズ

理論への招待」というテーマで，第107回行動計

量シンポジウムを2023年10月29日（日）に開

催しました． 

講師の鈴木譲先生（大阪大学）に理論について

90分2コマでご解説いただき，その後，清水裕士

先生（関西学院大学）に，Rの rstanパッケージ

を使った実装方法までを，同じく 90 分 2 コマで

ご紹介いただきました． 

 今回のシンポジウムは，会員の参加費を無料と

するセミナー型で行い，ご案内もメーリングリス

トのみを使用して行いましたが，正会員，準会員，

賛助会員を合わせ120名もの方にお申込みいただ

きました．また，有料であるにも関わらず，非会

員58名が参加され，盛会となりました． 

 

２．行動計量シンポジウム企画のお願い 

 運営委員会では，従来からある研究発表会型，

討論型のシンポジウムだけでなく，第107回行動

計量シンポジウムのようなセミナー型シンポジウ

ムの企画も，随時，受け付けております．補助金

額の上限は10万円です．シンポジウムのテーマ，

開催日時，開催方法，概要，予算，代表者名，連

絡先を記載したメールを日本行動計量学会運営員

会bms_sc@mayomi.org宛にお送りください．審

査の上，結果をご連絡いたします．よろしくお願

いいたします． 

 

３．第 26回春の合宿セミナーを開催します！ 

第 26 回春の合宿セミナーは，昨年度に引き続

き，対面の合宿形式で開催します．テーマについ

て講師や参加者同士で活発な議論を交わして交流

を深める会にしたいと考えています．今年も，富

士の裾野で美味しい料理と温泉を楽しみながら，

充実した時間となるよう運営委員会一丸となって，

セミナーを盛り上げてまいります． 

なお，合宿形式での参加が難しい方も受講可能

なようにオンライン（リアルタイム LIVE）でも

準備中ですので，遠方の方もぜひ参加をご検討く

ださい． 

詳細は下記 web サイトやメールニュースなど

でお知らせいたします． 

------- 

講師と内容：慶応義塾大学 星野崇宏先生「因果推

論」 

日程: 2024年3月29日（金）～31日（日） 

会場: 東富士リサーチパーク内 TOTO 東富士研

修所／JR 御殿場駅より送迎バス（予定）， 

申込ページ URL：https://spring26.peatix.com

（2024年1月8日（月）より公開予定） 

-------- 

 

４．令和 6年度研究部会の募集について 

日本行動計量学会では，研究活動の活性化をは

かるために研究部会を設け，活動経費の助成を行

っています． 

本年度より研究部会活動を活発化させるため

活動経費を倍増し，1 部会 10 万円を上限に（優

れた研究計画を若干数）助成するようになってい

ます．また，地域部会，研究グループという区分

をやめ，負担となる活動義務を軽減するなど，よ

り応募しやすいよう規約の改正が行われています． 

令和6年度の研究部会の募集を下記要領で行い

ますので，奮ってご応募ください． 

締め切りは1月末日で，採否の審査結果は4月

初旬にお知らせする予定です． 
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◯提出書類（下記の内容を電子メールにてお送り

ください） 

研究部会名，代表者，参加予定者（会員・非会

員別），研究計画，活動予定，助成希望金額，（こ

の順序で書くこと） 

◯応募締切：令和6年1月31日（水）必着 

◯送付先（問合せ先） 

日本行動計量学会運営委員会 委員長 芳賀

麻誉美 （大阪経済大学） 

bms_sc@mayomi.org 

なお，研究部会に関する規約はweb ページ

https://bms.gr.jp/wp-content/uploads/bukai.pdf

をご参照ください． 

 

広報委員会より 

         広報委員会委員長 

鈴木 讓（大阪大学） 

 

学会 Webページの変更・整備・更新 

本学会理事会からの依頼，本学会会員からの申

請，他学会からの依頼で会員に有益な情報をWeb

ページに掲載する，もしくはメールで配信してい

ます（両方の場合もある）．同時にSNSでの発信

も行っています．  

 

メールニュースの配信 

 2023年8月，9月，10月のメールニュース（通）

の内訳は以下のようになります． 

 8月 9月 10月 

本学会 51 回

大会 

会報原稿 

秋の行動

セミナー 

B誌特集号 

107 行動シ

ンポジウム 

岡太助成 

和文誌 

会報原稿 

B誌特集号 

公募（求人，

研究費） 

2件 2件 1件 

関連学会・ 

イベント 

5件 4件 7件 

計 8件 10件 11件 

 

学会 Facebook/Xをフォローしよう 

X（twitter）では，学会主催行事（大会，シン

ポジウム，秋・春のセミナーなど），新着論文（和

文，英文）のタイトルなどを発信しています．  

https://twitter.com/bms_pr 

2023 年 11 月 1 日現在，フォロワー数は 902（3

ヶ月間で 48増）です．Facebook（393名がフォ

ロー中）でも，学会主催行事などについての情報

を掲載しています． 

https://www.facebook.com/BehaviormetricSocie

ty 

「フォロー」「リツイート」「いいね」「シェア」を

ぜひともお願いいたします． 

 

情報提供のお願い 

広報委員会では，本学会理事会の依頼で連絡す

る以外に，会員の方々からいただいた公募情報（求

人，研究費など），関連学会（イベント他）など，

他の会員に有益な情報を発信しています．広報依

頼の受付のページ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

からお申し込みください．この他，会報の「会員

の著書など」に掲載する書籍の情報がございまし

たら，同じサイトからお申し込みください．その

際に，その書籍の画像ファイルを入力していただ

くことになります．  

 

 

2023年度日本行動計量学会総会議事録 
日時：2023年8月30日（水）12:30～13:10 

場所：青山学院大学青山キャンパス／オンライン 

 

1. 開会の辞 

 菊地事務局長より，開会の挨拶があった． 

2. 大会開催校代表挨拶 

 青山学院大学の阪本浩学長より，事前収録によ

る挨拶があった． 

3. 学会理事長挨拶 

 狩野理事長より，挨拶があった． 

4. 議長選出 

 青山学院大学の岡部智人会員が選出された． 
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5. 報告および議事 

(1) 2022年度事業報告及び決算報告 

  菊地事務局長より，2022年度事業報告および

決算報告が行われた．続いて，村上監事より，

決算報告について 2023 年 7 月 10 日に監事 2

名による監査を行い，事実に相違ないこと，理

事会および各種委員会は適切に運営されてい

ることが報告され，すべて承認された． 

(2) 2023年度事業計画及び予算案 

  菊地事務局長より，2023年度事業計画および

予算案の説明があり，承認された． 

6. 岡太彬訓研究助成 

 繁桝前選考委員長より，助成対象者の及川怜会

員・柏原宗一郎準会員とその研究テーマが紹介さ

れた． 

7. 学会賞授与 

 竹村選考委員長より，学会賞受賞者とその授賞

理由の報告があった．功績賞を植野真臣会員，優

秀賞を宇都雅輝会員・山口一大会員，奨励賞を高

岸茉莉子会員・竹内真登会員，出版賞を鈴木讓会

員に授与する発表があり，会場に出席した受賞者

には狩野理事長より賞状および副賞が授与された．

欠席した受賞者およびオンラインで出席した受賞

者には，賞状は郵送で，副賞は銀行振込で授与さ

れる． 

8. 次期大会開催校代表挨拶 

 次期の芳賀大会実行委員長より，第 52 回大会

は，大阪経済大学大隅キャンパスで 2024 年 9 月

10日から13日の日程で開催予定であることが報

告された． 

9. 大会実行委員長挨拶 

 横山大会実行委員長より，挨拶があった． 

10. 閉会の辞 

 菊地事務局長より，閉会の挨拶があった． 

 

 

理事会議事録 
日本行動計量学会2023年度第1回理事会議事録 

 

日時：2023年5月22日（月）9:30～11:00 

場所：オンラインによる開催 

 

 

 

議事進行：狩野裕理事長 

 

理事出席者：岩崎学，植野真臣，宇都雅輝，大森

拓哉，岡太彬訓，狩野裕，菊地賢一，小杉考

司，椎名久美子，繁桝算男，清水裕士，鈴木

讓，鈴木督久，竹村和久，中山厚穂，南風原

朝和，芳賀麻誉美，橋本貴充（書記），藤田

泰昌，星野崇宏，山岡和枝，山田剛史，横山

暁（23名），委任状5名 

監事出席者：村上隆 

 

資料 

1. 2022年度第3回理事会議事録案 

2. 第51回大会について 

3. 第4回BMS創設50周年記念事業委員会

記録案 

4. 和文誌編集委員会報告 

5. 欧文誌編集委員会報告 

6. 運営委員会報告 

  6-1. 第25回春の合宿セミナー収支 

  6-2. 研究部会規約 改正案 

  6-3. 研究部会規約 改正案 修正箇所 

7. 広報委員会報告 

8. 入退会リスト 

 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 24 名（理事

出席 19 名，委任状 5 名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 

 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2022 年度第 3 回理事会

の議事録が承認された． 

2. 第50回大会収支報告 

大森第50回大会実行委員より，第50回大会

の決算が終わったことが報告された． 

3. 第51回大会 

横山大会実行委員長より，資料2にもとづき，

大会までのスケジュール，懇親会，共催，チュ

ートリアルセミナーについて報告された． 

4. 学会創設50周年記念事業 

狩野理事長より，資料3にもとづき，記念シ

ンポジウムの開催日・会場・内容，記念パーテ

ィー，学会創設 50 周年記念論文集，学会創設

50周年記念誌，予算について報告された． 
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5. 岡太研究助成 

繁桝2022年度選考委員長より，2023年度の

助成対象者が報告された．2023年度から山田剛

史理事が選考委員長となることが報告された．

応募者を増やすために告知を早めて周知を図

ること，委員の人選を多様にすること，選考日

程を決めることの3点を申し送り事項としたこ

とが報告された． 

6. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料4にもとづ

き， 第50巻1号が発刊されたこと，現在の審

査状況，第 50 巻 2 号掲載のファーストトラッ

クの投稿状況，投稿システムの稼働開始につい

て報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料5にもとづ

き，編集委員の追加が報告され承認された．現

在の審査状況が報告された．現在の

Behaviormetrika の評価について，SCOPUS

で分野が変更されたこと， ESCI2023への採録

は認められなかったことが報告され，2 年後の

ESCI採録を目指す方針が承認された． 

・運営委員会 

芳賀委員長より，資料6にもとづき，第25回

春の合宿セミナーの実施状況，2023年度のセミ

ナー予定，2023年度運営委員会方針が報告され

た．資料 6-2および 6-3にもとづき，研究部会

規約の改正について審議された．学会 Web サ

イトの研究部会のページに，研究部会の名称と

活動内容の概略を掲載することとなり，研究部

会の申請書類に活動内容の概略を記入する欄

を設けることになった．また，行動計量シンポ

ジウムを企画するよう呼びかけがあった． 

・広報委員会 

鈴木讓委員長より，資料7にもとづき，会報

第177号の準備状況が報告された． 

・組織検討委員会 

繁桝委員長より，肥田野直・水野欽司賞（奨

励賞）の特別会計の基金の枯渇について，組織

検討委員会で議論した結果が報告された．今後，

理事長と事務局のメンバーを交えて議論する

こととなった． 

・大会担当委員会 

竹村委員長より，第 52 回大会の開催校は現

在交渉中であることが報告された． 

 

・資料アーカイブス委員会 

鈴木督久委員長より，学会発足前の第4回行

動計量学シンポジウムの抄録を，6 月を目途に

統計数理研究所にて探す予定であることが報

告された．第1回は抄録が存在しないこと，第

2 回は抄録が保管されている可能性は低いこと

が報告された． 

・統計関連学会連合 

狩野理事長より，統計関連学会連合の理事長

に宿久洋氏が就任したことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，資料8にもとづき，入会，

退会，種別変更の申請が報告された．資料作成

後，退会申請者の取り下げが1件あり，会員を

継続することとなった．他については，入会，

退会，種別変更の全てが承認された． 

7. その他 

・次回理事会は第 51 回大会開催前にオンライン

にて開催される予定である．第51回大会開催

期間中には，理事会および対面の委員会は開催

しない方針となった． 

以上 

 

 

理事会議事録 
日本行動計量学会2023年度第2回理事会議事録 

 

日時：2023年8月1日（火）13:30～14:55 

場所：オンラインによる開催 

 

議事進行：狩野裕理事長 

 

理事出席者：足立浩平，植野真臣，宇都雅輝， 

大森拓哉，岡太彬訓，岡田謙介，尾崎幸謙，

狩野裕，菊地賢一，小杉考司，椎名久美子，

繁桝算男，鈴木讓，鈴木督久，中山厚穂， 

南風原朝和，芳賀麻誉美，橋本貴充（書記），

星野崇宏，横山暁，吉野諒三（21名）， 

委任状8名 

監事出席者：村上隆 

 

資料 

1. 2023年度第1回理事会議事録案 

2. 2022年度決算案・2023年度予算案 

  2-1. 2022年度決算案 

  2-2. 2023年度予算案 
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3. 名誉会員・学会賞 

  3-1. 学会賞・名誉会員推薦 

  3-2. 学会賞選考委員 

4. 総会関係 

  4-1. 総会の進め方 

  4-2. 2023年度総会議事次第 

  4-3. 2022年度事業報告 

  4-4. 2023年度事業計画 

5. 50周年シンポジウムプログラム 

6. 和文誌編集委員会報告 

7. 欧文誌編集委員会報告 

8. 入退会リスト 

9. 研究部会規約改正 

      9-1. 研究部会規約改正案 

      9-2. 研究部会規約改正案（見え消し版） 

10. 運営委員会報告 

議事 

議事に先立ち，開始時点で議決権 29 名（理事

出席 21 名，委任状 8 名）であり，理事会が成立

していることが確認された． 

1. 議事録確認 

資料 1 にもとづき，2023 年度第 1 回理事会

の議事録が承認された． 

2. 第51回大会 

横山大会実行委員長より，第 51 回大会の発

表件数，プログラム冊子の進捗，懇親会の受付

終了と準備状況，参加費の消費税の扱い，総会

およびシンポジウムの各会場について報告さ

れた． 

3. 2022年度決算案・監査報告・2023年度予算案 

椎名担当理事より，資料2-1にもとづき，2022

年度決算について説明があった． 

村上監事より，監事監査を行い決算に間違い

のなかったことや学会の運営が適切に行われ

ていることが報告された．質疑応答の後，2022

年度決算が承認された． 

椎名担当理事より，資料2-2にもとづき，2023

年度予算案について説明があり，承認された．

会計業務の外部委託について，具体的な検討を

はじめることとなった． 

4. 名誉会員・学会賞 

橋本担当理事より，資料 3-1にもとづき，学

会賞受賞者の候補が提案され，承認された．候

補者には，申し合わせにもとづいて受賞の意思

を確認し，了承された場合に授賞することとな

った． 

続いて，同じく資料 3-1にもとづき，名誉会

員として総会に推薦する候補が提案され，承認

された．候補者には，推薦受諾の意思を確認し，

了承された場合に推薦することとなった． 

資料3-2にもとづき，2023年度の学会賞選考

委員の氏名が理事会に報告された． 

5. 総会関係 

菊地事務局長より，資料4-1にもとづき，2023

年度総会の進め方の説明があった．開催方式は

大会会場とZoomによるハイブリッド開催とす

ることが報告され，会場にいる理事は壇上に並

ぶ方針が確認された． 

資料4-2から4-4にもとづき，総会議事次第，

2021年度事業報告，2022年度事業計画案につ

いて説明があった． 

6. 学会創設50周年記念事業 

狩野理事長より，資料5にもとづき，50周年

記念シンポジウムと記念パーティーについて

説明があった．学会創設 50 周年記念論文集，

学会創設 50 周年記念誌の進捗について報告さ

れた． 

7. 第52回大会 

竹村大会担当委員長の代理として大森理事

より，第 52 回大会は大阪経済大学大隅キャン

パスにて開催予定であることが報告され，承認

された．芳賀第 52 回大会実行委員長より，日

程は8月末から9月初旬で調整中であることが

報告された． 

8. 各委員会報告 

・学会誌編集委員会 

星野和文誌編集委員長より，資料6にもとづ

き，第 50 巻 2 号の発刊，現在の審査状況につ

いて報告があった．投稿システムが4月より稼

働を開始し，既にこのシステムでハンドリング

中の論文があり，作業負荷の軽減に繋がってい

ることが報告された． 

植野欧文誌編集委員長より，資料7にもとづ

き，Vol. 50，Issue 2の概要，現在の審査状況，

Behaviormetrika の引用数の状況について報

告があった． 

・運営委員会 

橋本理事より，資料9にもとづき，研究部会

規約の改正案が報告され，承認された．芳賀運

営委員長より，資料 10 にもとづき，秋の行動

計量セミナーの日程が2023年11月11日～12

日に，春の合宿セミナーの日程が 2024 年 3 月
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29 日～31 日に決まったことが報告されると共

に，会員向けのセミナーを企画中であることが

報告された． 

・資料アーカイブス委員会 

鈴木督久委員長より，学会発足前の第3回行

動計量学シンポジウムの抄録の到着が報告さ

れた．第4回の抄録は引き続き探索中であるこ

とが報告された． 

・イノベーション委員会 

岡太委員長より，学会創設 50 周年記念論文

集には論文が 14 編掲載され，現在校正中であ

ることが報告された． 

・統計関連学会連合 

狩野理事長より，統計関連学会連合で事業委

員会が立ち上げられ，日本行動計量学会からは

尾崎理事を推薦したことが報告された． 

・事務局 

菊地事務局長より，資料8にもとづき，入会，

退会，種別変更の申請が報告され，入会，退会，

種別変更の全てが承認された． 

7. その他 

・菊地事務局長より，6 月に逝去された杉山明子

名誉会員の所有していた日本行動計量学会に

関する資料が学会に寄贈される予定であるこ

とが報告された． 

以上 

 

会員の著書等 

 

緒方康介（著）山本恒雄・藥師寺順子（監）『触

法少年の知能プロファイリング―犯罪心理学への

シミュレーション・アプローチ』，現代図書，

2023年3月 

 

 

 

逸見功（著）『統計ソフト「R」超入門＜最新版

＞統計学とデータ処理の基礎が一度に身につ

く！』，講談社，2023年5月 

 

 

 

寺田学・神沢雄大・@driller・辻真吾（著）

『Pythonデータ分析実践ハンドブック―実務で

使えるデータ加工のテクニック』，インプレス，

2023年9月 

 

 

 

鈴木讓（著）『渡辺澄夫ベイズ理論100問 with 

R/Stan（機械学習の数理100問シリーズ9）』，

共立出版，2023年9月 
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小杉考司・紀ノ定保礼・清水裕士（著）『数値シ

ミュレーションで読み解く統計のしくみ―Rでた

めしてわかる心理統計』，技術評論社，2023年9

月 

 

 

 

岡田陽介（監訳）上原直子（訳）マイケルブルー

タ―・サラハリソン（著）『投票の政治心理学―

投票者一人ひとりの思考に迫る方法論』，みすず

書房，2023年9月 

 

 

 

 

学会誌論文投稿先 

 学会大会で発表された研究などをできるだけ論

文として投稿してください．お待ちしております． 

 

和文誌：「行動計量学」 

Editorial Managerからご投稿下さい． 

https://www.editorialmanager.com/bmsj/ 

星野 崇宏 和文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/jbhmk.XX.YY 

(JOI) DN/JST.JSTAGE/jbhmk/XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo. 

 

欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 

Editorial Managerからご投稿ください． 

https://www.editorialmanager.com/bhmk/defaul

t.aspx 

植野 真臣 欧文誌編集委員長宛 

 

(DOI) http://dx.doi.org/10.2333/bhmk.XX.YY 

注)XX: 論文掲載の巻No. ,YY: 論文の開始ページNo.  

(ISSN)0385-7417（print version） 

(ISSN)1349-6964（electronic version） 
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既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きについて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイト J-STAGEにて全文公開（無償での

公開）しております．電子アーカイブ化・公開に

は，創刊号からの掲載論文の著作権行使（全文電

子公開）の同意を論文著者から得る必要がありま

す．1999年の総会以降刊行された論文については，

著作権は日本行動計量学会に帰属するよう規定が

明確に定められましたが，それ以前に掲載された

記事等の著作権は，明確に定められておりません

でした．電子化し公開するに当たっては，各論文

の著者全員に，本学会への著作権委譲についての

文面をお送りし，多くの著者のご了解をいただき

ました．現在までにお返事をいただいていない著

者の論文は，本来は著者からの権利委譲を待つべ

きですが，「行動計量学」「Behaviormetrika」そ

れぞれ全体の研究上の利便性，研究者の利用の便

宜等を考えて，すでに電子化公開しております．

著作権委譲についてお返事をいただいていない著

者で，電子化し公開することが不都合とお考えの

方は，和文誌，欧文誌それぞれの編集委員会まで

ご連絡下さるようお願いいたします．公開を中止

するなど，学会として誠意をもって対応いたしま

す．  

なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWEB

ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 

https://bms.gr.jp/journals/copyright/ 

に掲載されていますのでご参照下さい． 

また，「Behaviormetrika」は，2017年 1月発

行のVolume 44, Number 1よりシュプリンガー・

ジャパン社からの出版になりました．これに伴っ

てVolume 44, Number 1以降はシュプリンガー・

ジャパン社のWeb siteにおいて公開されます（非

会員には有償）．Volume 43, Number 2以前に掲

載された論文は，従来通りJSTで運用している電

子アーカイブサイト J-STAGE にて全文公開され

ます． 

 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数（2023年10月31日現在） 

正会員       ： 824名 （海外4名含む） 

準会員       ： 108名  

名誉会員      ： 25名  

賛助会員      ： 19社  

シニア会員     ： 38名  

計         ： 1014名  

学会誌等寄贈先 ： 4件  

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせください． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5  

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 

 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

メールアドレスを新規登録，変更，削除（メール

ニュースの配信停止）される場合は，ご自身で，

「会員向けメーリングリスト」のページ 

https://bms.gr.jp/members/mlist/ 

に接続して，記載されている指示にしたがい，マ

イページにログインして作業を行ってください．

よろしくお願いします． 

 

マイページへのログイン 

 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 

会員専用ページへのアクセス 

 学会Webサイトの「会員のみなさまへ」の「会

報」ページの「最新版」および「バックナンバー」，

「過去のメーリングリスト」ページの「過去のメ

ールニュース」のページにアクセスする際には，

以下のユーザー名とパスワードの入力が必要とな



 

 

 

日本行動計量学会会報 第 179 号                                 2023 年 12 月 1 日 

21 

ります． 

ユーザー名：bsj   パスワード：1973 

 

求人情報の掲載について 

 大学及びそれに準じた組織（国立研究機関等）

の教員公募などの求人情報および賛助会員企業・

団体の求人情報は，ご依頼に応じて会報やメール

ニュースの記事としての掲載および学会ホームペ

ージからのリンクを行っています． 

 ただし，会員が所属する企業・団体であっても，

当該企業が非会員の場合，かつ大学及びそれに準

じた組織（国立研究機関等）でない場合には，求

人情報を記事として配信することはできません．

配信を希望される場合には，事前に賛助会員にな

って頂く必要があります． 

会報の広告欄への出稿（有料）については，賛

助会員であるかどうかにかかわらず，また求人広

告かどうかにかかわらず，お引き受けしています．

後述する方法でお申し込み下さい． 

 

会報の広告欄への出稿について 

会報の広告欄へ出稿（有料）される広告は，

以下で受け付けています．ただし，広告は，学会

の目的に沿うものである必要があります． 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 

アカデミーセンター 

日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 

E-mail: bms-post@as.bunken.co.jp  

Tel. 03-6824-9371 Fax. 03-5227-8631 

 

会報原稿募集 

広報委員会では，会員の方が最近発行された

著書（会報発行日に出版後2年を経過しないも

の）や，会員に関係があると思われるシンポジウ

ム，セミナー，公募情報（賛助会員企業の求人情

報も含む）などの情報を含め，会員の皆様から原

稿を募集しております．「広報依頼の受付」のペ

ージ 

https://bms.gr.jp/prrequest/ 

から情報をお寄せください．なお，2011 年度に，

日本行動計量学会では「杉山明子賞（出版賞）」が

創設されました．出版賞は，過去3 年程度の間に

会員によって刊行された優れた書籍の著者・訳者

が対象となっています．本会報の「会員の著書等」

の紹介コーナーは，会員の方々が書籍等を出版さ

れたことをアピールできる数少ない場であると思

いますので，優れた書籍の推薦や情報などをお寄

せくださいますようお願いいたします．なお，会

員の方がご自身で出版された書籍についてご連絡

いただく際には，書誌情報とともに（出版社から

入手した）書影を後日お送りいただきますので，

ご準備ください． 

編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号176号は3月発行のため，1

月末日まで）にお寄せいただければ，直近号に掲

載することが可能です．それ以降に届いたものに

つきましては，内容を判断した上で，次号に回さ

せていただきますのでよろしくお願い申し上げま

す． 

不明な点などございましたら，上述の「広報

依頼の受付」のページよりお問い合わせくださ

い． 

※記事としての求人情報の掲載および広告の掲載

は，学会の目的に沿ったものに限ります． 

 

編集後記 

今号にご寄稿下さった皆様，ご多忙の中を，ど

うもありがとうございました． 

広報委員会では，皆様からのエッセイ，ご意見，

ご要望など，会報に掲載すべきと思われる情報を

お待ちしております．是非ご寄稿ください． 

今夏の第51回大会および50周年記念のシンポ

ジウムや懇親会では，久々に本格的な対面形式で

の交流を経験できました．目の前でやりとりでき

ることの意義や有難さを痛感しました．大会準備

にご尽力下さったみなさまに，御礼申し上げます．  

(ふじた たいすけ，藤田 泰昌) 
 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：鈴木讓 

会報作成担当：藤田泰昌，荒井紀一郎，石橋敬介，稲

水伸行，岩間徳兼，上野雄史，岡田陽

介，久保沙織，水師裕，鈴木宏哉，登

藤直弥，袰岩晶，元山斉 

相談役：尾崎幸謙 

 


